
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

  

弘前市都市計画マスタープラン 地域別構想 【第二中学校区】 

下町地区 
 

下町地区の価値観（地域の特徴や大事にしたいことは何か？） 

地域の取組みで大事にしたいこと 

これから取組みたいこと（暮らしがより楽しめる地域にしていくために） 

 

地域を自分たちの暮らすまちとして、皆で協力して、守り、育てていくた

め、弘前市では、「まち育て」という考え方のもと、市民の自主的な活動へ

の支援や、各種計画の策定や事業実施における市民参加を進めています。 

この地域別構想は、地域別のまち育てミーティングを通して地域にお住ま

いの皆さまの生のご意見をいただくとともに、地域の資源を活かしながら、

住まい環境をより良いものにしていくために、具体的にどんな取組が必要

か、どうしたら実現できるのかを皆様と考えながら作成されました。 

まち育てミーティングの様子 

○まち育てミーティングにおける検討の流れ 

下町地区は、町会活動が活発で、地域の小学校とも連携し、積極的に交流を行なっている。 

今後は、地域に遊休している施設の有活用などを多角的に検討し、行政に提案するなど、構想実現のため

に取り組んでいきたい。地域の自慢・資源としては、毎年訪れる観光客、修学旅行生などをターゲットに、

地域のホスピタリティを向上させ、誓願寺や岩木川と岩木山の自然のコラボで人を呼び込んで地域を活性化

させたい。また、都市機能が集積していることが特徴でもあるので、この集積地を通るバス路線を復活させ

て、地域の中心部へのアクセス性を向上させ、歩いて暮らせる住みやすいまちを実現していきたい。 

 

① 地域の中心部に、住民が気軽に集まれるサロン的な機能がほしい。 

② 地域に定期的に入ってくる観光客や修学旅行生で地域を活性化させたい。 

③ 小学校と連携し、津軽地域の伝統、文化を継承させたい。 

第２回 

第１回 

第３回 

地域の自慢を出し合い、地域の特徴を考えよう 

地域の自慢を磨き、地域の特徴を生かしたまちづくりに
ついて考えよう！ 

まちづくりの最初の一歩を考えよう！ 

テーマ 取組（プロジェクト名） 具体的に何をするか？ 優先度 誰がやるか？

施
設
の
活
用

地域の施設の有効活用

勤労青少年ホームが築４０年くらい経過しているので、取り壊して
市民体育館の駐車場を拡張、さくらまつり時の観光客受入増、県工
業試験場跡地を地域のコミュニティセンターとして利用し、サロン
的な場として利用することにより、地域住民の介護予防に貢献。

◎ 市、県、町会

観
光

さくらまつり時岩木川河川敷駐車場から
弘前公園までの新しいルートづくり

旧弘前市消防団西地区団第四分団消防屯所を見せる公園までのルー
トをPRする

市、町会

健
康

岩木川遊歩道の延伸
現在栄町河川敷付近まで整備されている岩木川遊歩道を、岩木川河
川敷ゴルフ場まで、安全に長く歩けるお散歩コースとして延伸整備
する。

河川国道事務所

景
観

岩木川遊歩道から見える岩木山ビューポイ
ントを生かした観光ルートづくり

岩木川遊歩道から見える岩木山を多くの観光客に見てもらい、地域
から見える絶景をPRする。

市、町会

地域安全マップの作成
城西小PTAと連携して『地域安全マップ』を作成し、危険な場
所・安全な場所について理解を深めることができた。今後も連携を
継続していく。

PTA、町会

城西小PTAと読書会 城西小PTAと連携して、読み聞かせをやるなど、読書会を開く。 PTA、町会

あいさつ運動、ことばをかけて見守る運動
弘前市の未来を担う第二中の生徒、城西小の児童を地域みんなで見
守り、いじめや虐待を防ぐため、継続して取り組んでいきます。

町会、PTA、市

食
の
伝
統

の
継
承

城西小児童と地域住民によるけの汁会
津軽地域の伝統食『けの汁』の味、作り方を子供たちに伝え、食の
記憶を通して故郷への愛着を持たせる

城西小、町会

昔あったバスルートの復活
新町から、スーパーなどの生活拠点機能の集積する誓願寺前を通っ
て亀甲町へ行き来できるバスルートの復活により、生活拠点へのア
クセスも良くなり、中心市街地にも行きやすくなる。

市、民間、町会

川辺の遊び場の整備
現在、さくらまつり期間の駐車場となっている岩木川河川敷に川辺
の遊び場を作りたい。

市、国、町会

花いっぱい運動
工業高校うら埋門跡に花壇を作って、公園の入口を彩っていた活動
を継続する。 ○ 町会、市

防災意識の向上
城西小を避難所として使用できない状況でどのように避難するの
か、地域防災計画やマニュアルなどを読むだけではなく、実際に体
験する防災訓練を小学校と連携して実施する、など。

町会、PTA、市

街かど広場の整備 誓願寺前の空き地を街かど広場として整備する。 市、町会

小
学
校
と
の
連
携

そ
の
他



 

                 

新町坂から見た岩木山 

弘前公園西濠 

弘前公園西濠 

桜のトンネル 

旧弘前市消防団西地区団

第四分団消防屯所 

下町地区資源マップ（地域の自慢や課題はどこにあるか？） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

 
   

 
 

  

弘前市都市計画マスタープラン 地域別構想 【第二中学校区】

城西地区 
 

 

城西地区の価値観（地域の特徴や大事にしたいことは何か？） 

地域の取組みで大事にしたいこと 

これから取組みたいこと（暮らしがより楽しめる地域にしていくために） 

地域を自分たちの暮らすまちとして、皆で協力して、守り、育てていくた

め、弘前市では、「まち育て」という考え方のもと、市民の自主的な活動へ

の支援や、各種計画の策定や事業実施における市民参加を進めています。 

この地域別構想は、地域別のまち育てミーティングを通して地域にお住ま

いの皆さまの生のご意見をいただくとともに、地域の資源を活かしながら、

住まい環境をより良いものにしていくために、具体的にどんな取組が必要

か、どうしたら実現できるのかを皆様と考えながら作成されました。 

まち育てミーティングの様子 

○まち育てミーティングにおける検討の流れ 

城西地区では、地域で西交流センターを運営するなど、自立した活動を行なっているが、地域では、空き

地・空き家が増えてきており、少子高齢化の影響により、西小学校の児童数も減少してきている。 

そのなかで、地域の運動会を西小学校のグラウンドで実施するなど、小学校とも積極的に連携しており、

子どもを軸として、地域を活性化させたい。 

また、特殊な舗装が施された西交流センター・城西中央公園側の道路を活用して、彫刻などのモニュメン

トを置き、アートなまちづくりにも力を入れたい。 

この地区では、城西大橋完成時にはあった岩木山側の街灯を撤去して岩木山の眺望を保全するなど、景観

にも力を入れている。 

これらのことから、城西地区では次のようなことを大切にしてまちづくりを進めていきます。 

 

① 地域コミュニティを大事にしたい 

② 景観を大事にしたい 

③ 小学校との連携を大事にしたい 

第２回 

第１回 

第３回 

地域の自慢を出し合い、地域の特徴を考えよう 

地域の自慢を磨き、地域の特徴を生かしたまちづくりに
ついて考えよう！ 

まちづくりの最初の一歩を考えよう！ 

テーマ 取組（プロジェクト名） 具体的に何をするか？ 優先度 誰がやるか？

気軽に集まれる場づくり
空き地や西小学校の教室を活用し、みんなが気軽に集まれる場を作
る。 △ 市、町会

盆踊りの復活
秋にお祭りをやってきたが、２０年前になくなった盆踊りを復活さ
せたい。 ◎ 町会

芝居小屋・演芸場の整備 青少年の演奏・発表の場所などの活動する場として整備。

芸
術

アートの街づくり
子供にモニュメントを使ってもらったり、みんなでイルミネーショ
ンをして、冬でも安全に歩けるまち、子どもにも老人にも優しい雪
のないまちにしたい。

○ 町会

レ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ッ

ト

バーベキュー場の整備 河川敷を利用し、トイレを設置したバーベキュー場を作りたい。 △ 市

環
境

まちなかのゴミ拾い
小学校の授業の一環で行ない、地域の人がサポーターとして参加す
る。 ◎ 町会、PTA

景
観

岩木山と調和がとれたまちづくり 屋根の色や高さを統一したり、電線を地中化したい。 △ 市

国
際

交
流

異文化交流
空き家を活用して、海外からの留学生に住んでもらい、みんなで各
国の料理を作ったり、英会話の勉強をする。 ◎ 町会

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ



.    城西地区の資源マップ（地域の自慢や課題はどこにあるか？） 

城西大橋から見た岩木山 地区の景観道路である茜通り 

地区の活動の拠点である 

西交流センター 古都ひろさき花火の集い 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

 
   

 
 

  

弘前市都市計画マスタープラン 地域別構想 【第二中学校区】

藤代地区 
 

藤代地区の価値観（地域の特徴や大事にしたいことは何か？） 

地域の取組みで大事にしたいこと 

これから取組みたいこと（暮らしがより楽しめる地域にしていくために） 

地域を自分たちの暮らすまちとして、皆で協力して、守り、育てていくた

め、弘前市では、「まち育て」という考え方のもと、市民の自主的な活動へ

の支援や、各種計画の策定や事業実施における市民参加を進めています。 

この地域別構想は、地域別のまち育てミーティングを通して地域にお住ま

いの皆さまの生のご意見をいただくとともに、地域の資源を活かしながら、

住まい環境をより良いものにしていくために、具体的にどんな取組が必要

か、どうしたら実現できるのかを皆様と考えながら作成されました。 

まち育てミーティングの様子 

○まち育てミーティングにおける検討の流れ 

藤代地区では、中心市街地や市北部との公共交通は確保されているものの、道路が狭く、交差点の形状が

悪いなど、道路や交差点の整備が進んでおらず、 

・藤代中学校が川の向こうの第二中学校に統合されたこと 

・栄えていた工業団地の企業が相次いで撤退したこと 

などから、地区外への人口の流出が起き、それにより子供の数も減ってきていると分析している。 

この人口減少に歯止めをかけ、昔のような活気ある藤代地区にするために、地域北部の優良な農地と豊か

な田園景観を生かし、地域を流れる壮大な岩木川を活用した親水空間づくりなど、自然を生かしたまちづく

りと、地域にある歴史的資源を学校教育と連携してＰＲし、歴史的な魅力を向上させることにより、地域に

人を呼び込んでいこうと考えています。 

 

① 道路交通ネットワークを整備し、地域へのアクセスをしやすくする。 

② 誰でもどこでも育てられるいちごや栗を地域の各家庭で栽培する。 

③ 革秀寺の歴史的な価値を再認識し、地域の魅力としてＰＲしていく。 

第２回 

第１回 

第３回 

地域の自慢を出し合い、地域の特徴を考えよう 

地域の自慢を磨き、地域の特徴を生かしたまちづくりに
ついて考えよう！ 

まちづくりの最初の一歩を考えよう！ 

テーマ 取組（プロジェクト名） 具体的に何をするか？ 優先度 誰がやるか？

い
ち
ご

いちごを各家庭で栽培する 学校で栽培を始め、それを家庭に広めていく ◎ PTA、町会

栗を各家庭で栽培する 各家庭で栗の木を植える △ PTA、町会

道の駅の整備 地物の野菜などを販売する道の駅がほしい △

水辺の公園づくり 人が憩う空間を作る ◎ 市、町会

土手でキャンプやサイクリングを行う ◎

川をきれいにする運動 昔のように川に魚が戻ってくるため清掃活動などをする ○ 町会

商
業

企業誘致、雇用増 雇用の受け皿となる大型店舗が必要 ◎ 民間

歴
史

革秀寺の再発見 今あるものを活かし、教育へ ◎

教
育

教育拠点の誘致 ◎

都会からの移住支援 東京など都会から地域に居住させる ○ 町会、市

地域の核となる施設づくり
地域づくりのために、空家等を活用するなどして、地域の核となる
施設（コミュニティスペース）がほしい ◎ 町会、市

交通網の整備
西部給食センター跡地を北側の公共交通のハブ拠点として、公共交
通網を整備する ◎

川
に
親
し
む

農
業

そ
の
他



 
                 
藤代地区の資源マップ（地域の自慢や課題はどこにあるか？） 

北の分岐点 

革秀寺 

大川 

三省地区の活動の拠点である 

三省地区交流センター 

今も昔も変わらない 

三世寺の通り 
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